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ASDGs　～麻生中　地域デザイン会議～  
ASDGs（Asao Sustainable Development Goals）の略。
未来の創り手である麻生中の生徒一人一人が、持続可能な社会に向けて何ができるのかを考え、探究する学習
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衆議院議員選挙における年代別投票率を見てみると  

若者の投票率が低い　20代は33%

年齢が上がると投票率は高くなる？

50代は63%、60代は72％

20代だった40年前

S55の20代は63%

つまり、今の若者が60代になっても、投
票率は40％程度。有権者の半分以上
が投票に行かない中、政治が行われる
可能性も…

自分たちにできることは？
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図書館の蔵書数が
少ない

私たちの住む麻生区とはどのような地域なのだろうか

電車や車の交通機関が
整備されている

保育園の待機児童数が
最も少ない

出生率が減少傾向にあ
る

自然が豊かで農産物が
豊富

市長、衆院議員選挙の
投票率が高い

災害や火災、犯罪に対
して安心できる

一人あたりのゴミの量が川
崎市２番めに少ない

夜間病院が少ない

児童虐待数の増加

自然動態が減少→出生
率が下がり死亡者数が
増加

人口が増えて高齢者の
割合も増加

一人暮らしをしている高
齢者が増加

医療機関が多い→高齢
者のいる家族移住

４割の土地が住宅地

８割以上の人が生活環
境に対して満足

医療施設数が川崎市内
で2位

子供文化センターが多
い

土砂災害警戒区域に指
定地域が多い

民生委員,自治会加入率
が市で一番少ない

太陽光発電の設置率が
市で一番多い

全産業の従業員数は女
性の方が多い

音楽大学や映画大学等
芸術にふれる機会

農地・産地の割合が多
く、自然豊か

一人あたりの公園面積
が川崎市No.1

セレサモスによって地産
地消の取り組み

市長選挙の投票率が一
番高い
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社会科　公民的分野　地方自治パフォーマンス課題について

　社会科の授業で「憲法によって私たちの人権は本当の意味で守られているのだろうか」についてパフォーマンスし

てきた31期生。

　そんな31期生は社会科の授業で川崎市・麻生区という地域の現状について学習し、調査活動を行ってきました。

そこで、『2040年、麻生区が活気ある住みやすい地域』になることを目指して、麻生区企画課の事業「まちを住みよ

くするアイデアを　～提案型事業の募集～」に企画を提案することになりました。これまで学習してきた麻生区の地

域の課題も踏まえ、実現可能性があり、持続可能な企画を提案しなさい。

この提案をすることで、麻生中と麻生区という地域の関わりが増え、麻生中生が麻生区という地域に貢献できてい

ると感じられる取組を実現させましょう。



麻生区市民提案型協働事業

・地域と学生同士の繋がり、また、学生同士の交流の機会がコロナ禍という理由だけで
なくもともと少ないのではないか。
・芸術の街と呼ばれているほどなのに、私達の同年代の人々はそのような場所と関わり
が少なくあまり実感できていないのではないか
・地域の文化とあまり関わったことがない気がする(禅寺丸本舗など)
・都市部へのアクセスが良く、公共施設なども充実している。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

・新百合ヶ丘の駅前で各学校毎にブースを作り学習発表会でやっているようなことを発
表する
小学生　　　　　中学生　　　　　　　　　基本的に大人は自由に立ち寄っても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
らう
1月　1年生　　　1〜4月のどれか　1年生　意見を交流し合う時間を設ける
2月　2年生　　　5〜8月のどれか　2年生　　　
3月　3年生　　　9〜12月のどれか3年生
4月　4年生　　
5月　5年生
6月　6年生
7月　1年生
8月　2年生
9月　3年生
10月4年生
11月5年生
12月6年生
1ヶ月間に1学年を終わらせるために、1学年を4つのクラスに分けて、更にそのクラスの
中で6つの班を作って発表する仕組みを作る。
そして毎週土日に1クラスずつ行い、1ヶ月で1学年全体で交流を行う。
発表はできる限り1人5分未満程度で全員の発表が終わったら別の学校と交代したり他
の学校の発表を見に行ったりしてプリントなどに気づいたことを記すと良いと思う。ま
た、駅前の中で一番目立つ場所に本部を設営して見に来てくれた大人の人に簡単なア
ンケートや発表を聞いた感想などを書いてもらいそれぞれの学校で共有すると良いと
思う。
夏はスポーツドリンク、冬はコーンポタージュなどを参加賞として学生に配ると意欲的に
取り組むことができると考えられる。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・学校ごとの交流を深めよう！
地域と学生の繋がりや学生同士の繋がりが少ないと感じたため学校で行われている学
習発表会のようなものをホールで多くの学校を集めて行いたい
また、地域の人達も参加できるようにすることで、小学校での学習または、現在の学生
たちの考えを地域の人々と交流してお互いに考えを深めることができるし、小学生など
もただ考えるだけでなく目標を持って的確な作品を作れると思う。新百合ヶ丘駅で土日
に開かれている場所で柿生小学校が発表しているところを見て多くの学校でできたらな
と思ったので、多くの学校でまとまって意見を交流し会えるような場所がほしいと思っ
た。また、駅の前で行えばおおくの大人の人も聞きに来てくれたり、参加していない学校
の人などもこれて小学生から大人まで自由に交流しあえて、広い視野を養うことができ
ると思う。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：ASAO GENERATION 〜時代の壁を超えて〜 地域学習発表会



麻生区市民提案型協働事業

・他地域と比べてみても区民の政治に対する関心度が高く、選挙の投票率が増加傾向に
あり高い数値である。
→総合的な生活への満足度の数値に繋がっている
・また、少子高齢化が進んでいるため、若い世代の投票率はあまり高くないのではと考え
ることもできる。

・麻生区の特色として芸術や自然が挙げられて、区長を中心にその特色を伸ばせるよう
な取り組みをしているから麻生区の特色を維持していけると思う。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

〜この計画の趣旨〜
①若い世代の政治への関心度の向上
②区を運営する人たちが若い世代の意見を客観的に捉えられる
③区長との信頼関係の構築

対象…若い世代（学生）　場所…小・中学校、高校

〜実施計画〜

区長が学校に足を運び、体育館を使って区長が若い世代が目にかけるような議題で意
見交流をする。（例）区民祭りの企画やスポーツ大会の企画など
また、その際に区長の仕事内容や区が運営していることなどを教える。

（詳細）
①区が学校に電話して承諾をもらう。
②学校側は当日までにクラスなどで「区で行ってほしいこと」や「改善してほしいこと」を
議題にして話し合う。
③当日、区長が学校で話す（仕事内容など）
④若い世代が目にかけるような議題で意見交流をする。
（例）区民祭りの企画やスポーツ大会の企画など
⑤それらを集約して今後の活動に活かす。　この事業にお金は発生しない！

〜課題〜
・特に小学生は政治に興味がないから話し合いにならない？
　→そのために興味が湧くような議題にして話し合う（楽しむことを重視）
・区長の負担が多い
　→この企画をする頻度を上手く区長さんに調整してもらわなければならない。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・私たちの身の回りにいる学生の多くが区長のことや区が運営していることなどをしらな
い。将来、区の中心になっていく存在は若い世代であるため、これは麻生区の課題であ
るといえる。

・そこで私が考える事業プランは「区長と若い世代との交流を増やす」

〜この計画の趣旨〜
①若い世代（学生）の政治への関心度の向上
②区を運営する人たちが若い世代の意見を客観的に捉えられる
③区長との信頼関係の構築

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：プチ会議 区長と意見交流



麻生区市民提案型協働事業

良いところは犯罪、事故が少なく安全に暮らせる地域というところ
だと思う。また、芸術、文化の施設が多いため地域全体が関わる
イベントや企画が多いというところがいいと思う。改善点は昔、麻
生区周辺は山だったため、坂道が多く、学生や主婦などが自転車
を使いづらい地域ということ。だから放置自転車の数が多いと思
う。また、外を歩いていてポイ捨てがされているのをよく見る。缶
だったり、お菓子のゴミなど道を歩いていて不快な気持ちになる。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

・事業内容
麻生区の様々な場所でゴミ拾いを行い、スタンプラリーをしながら
まわる。もし、知らない場所を見つけられたら新しい麻生区のス
ポットを見つけるメリットにもなる。
全箇所でゴミ拾いを行い、スタンプが全部溜まった人は景品とし
て豪華賞品をプレゼントする。

・対象者
制限なし。子供からお年寄りの人まで参加可能。
そのため、親子でも楽しめる。

・場所
麻生区の公園や学校など

・日程
毎週末
参加しやすい土日に設定

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

麻生区の改善点としてポイ捨てが多いという点に着目し、これが
解決すべき課題だと思う。また、麻生区のいいところである、自然
が豊かということを活用してこの事業を考えた。
また、世代を超えて交流をすることで地域の関わりも深まり麻生
区が活気にあふれると思った。対象者の制限をしないことで一人
一人が麻生区をきれいにする意識を持つことができると思った。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：ゴミ拾いスタンプラリー 公園巡りでゴミ拾い



楽しみながら、ごみ捨て

この企画は、名前の通り楽しみながらごみ捨てをして、区の環境問題に貢献できるものです
クイズをゴミ箱にかいて自分が思う答えの方向のゴミ箱にゴミを入れてもらうようなことです

イメージ画像

左の画像のように、クイズが書いてあって自分が思う答えに
ゴミを捨てる簡単なものです
（例）「世界最高のプレイヤーは誰か？」
　　　「ロナウド？メッシ？」

右の画像はタバコだけですが、これをゴミ箱にして色々なゴミ
を入れられるようにする
ゴミ箱を透明にすることで、ゴミを多く入れるほど自分がクイ
ズの答えの人に貢献できるような気持ちになれるのでより多
くのゴミを捨てようとする人が出てくると思う

人間は珍しいものには興味があると考えた
楽しみながら環境問題やポイ捨てを改善できる
　　　　　

クイズ型ゴミ箱の設置



麻生区市民提案型協働事業

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

【活動日・活動場所】
・奇数週（第１，３週）水曜日
・地域の施設
＊こども文化センター、スポーツセンター等
【活動内容】
①地域の中学生・区の役員・有志の方々で担当を決める
②施設に材料を運び込む
③料理を作る
④販売する
【販売方法・値段】
・現地（施設）販売
＊コロナが収まったら、その場で食べるのもアリ
・移動販売
・1食300円くらいの低価格で売る
【主体となる人・助っ人】
・地域の中学生
・区の役員
・有志の方々
・地域の農家さん（野菜の提供）
＊交渉しに行く
【費用】
・移動販売のミニバン　 20万円
・食材等　10万円
・道具等　15万円
【ターゲット】
・地域の高齢者
・共働きで忙しい家庭
・現地（施設）でたまたま通った人

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・麻生区には高齢者が多くいるが坂が多いため、高齢者が買い物に出るということはとても大変
なことだと思った。今の時代、ネットショッピングも主流となってきているものの、インターネットを
使うのが難しい高齢者もいると考えた。高齢者の力になりたいと思ったため。
・私のマンションのエントランスでは、週に 2回、キッチンカーが来ていて、実際に私の家も夜ご飯
を作るのが困難な日にはキッチンカーを利用している。現在、共働きの家庭も増えているため、
その人たちの手助けをしたいと思ったため。
・麻生区には、こども文化センターやスポーツセンターがあるから、そういう施設を活用できるこ
とはないかと思ったため。
・麻生区には農家さんもいることがわかった。その方々の新鮮な野菜をなにかに活かしたいと考
えたため。
・地域交流を増やしたいと考えたため。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：Go!Go!!麻生キッチンカー

『改善点』
・坂が多い
・道が狭い
・川がない
・未来に進むに連れて少子高齢化が進む
・観光名所が少ない
・犯罪、火災の対応が低水準
・刑法犯罪が多い

『良いところ』
・自然豊か
・「やまゆり号」という福祉バス
・区長が女性➡女性も活躍できる街
・農家が多い
・治安が良い
・公園が多い
・交通が便利
・音大やアートセンターなど芸術の街
・施設が多い（子供文化センター等）

・利益があるのでお金の循環可能
・石焼き芋みたいな感じで
　　中古のトラックで運ぶ

地産地消のキッチンカー



麻生区市民提案型協働事業

都市部に近いのに自然や公園が多く、生活環境が十分整っている。東京に1時間程度
で行けるから家族でも住みやすい。川崎市内の他の区に比べて治安が良い。

人口や世帯数は増加傾向にあり、高齢者も年少人口も増加している。だから、高齢者に
も子どもたちにも嬉しい事業や政策が行われるべきだと思う。

また、川崎市内の他の区に比べて芸術が推進されたまちづくりが行われたり、積極的に
スポーツを楽しめる環境が作られたりしている。
しかし、「アートを生かしたまちづくりの推進」に関心のある区民が多いのにも関わらず
芸術に関するイベントは年に3、4回しか行われていない。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

　　【小中学校の吹奏楽部、昭和音楽大学生の演奏会を定期的に開く】

地域の人々の交流を増やすため、芸術のまちであることを生かしたイベントを
開催したい

⇨場所：市民館、公園、学校の体育館、校庭　など

　時期：冬は音程が狂いやすく、夏は暑いから春・秋中心に開催したい

　形式：①小中学校の吹奏楽部の場合
　　　　　アンサンブルや大編成での演奏、
　　　　　体育館とかならマーチングもいいと思う
　　　　
　　　　②昭和音楽大学生の場合
　　　　　オーケストラは難しいと思うから、ボランティアでのアンサンブル

　　　　③その他
　　　　　 楽器演奏の体験

　対象：地域住民の人たち(子ども、高齢者)に向けて

　

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

麻生区がすすめている「アートを生かしたまちづくりの推進」をしていくため。また、幼い
子どもや高齢者などのより多くの人に音楽を届けて、音楽を通して
地域内の交流を増やしたり、コロナ禍で発表の場が少なくなった吹奏楽部の人たちの発
表の機会を増やしたりするため。
今はお金を払わないと音楽を実際に聞くことはできなくなっているから、
音楽をもっと身近で感じて、楽しんでほしいという思いがあるから。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：吹奏楽部の演奏会で地域の活性化を目指す 吹奏楽部と昭和音大の音楽祭



麻生区市民提案型協働事業

・麻生区は自然に恵まれていて緑が多い場所になっており、文化や芸術を大事にした取
り組みやまちづくりがされている。
・子供から大人、障害者まで過ごしやすい環境づくりができており火災や事故も少ない
ので安全な暮らしができる。
・年々投票率が上がっており、政治に関わろうとしている人が多い。
・イベントが多く、地域交流の場がたくさんある。
・麻生区に住んでいる人で過ごしやすいと思っている人がたくさんいる。
・地元で作られて新鮮かつ安全な野菜が食べられ生産者にとっても消費者にとっても良
い。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

・半年に一度地域の人たちが集まれる場を用意する。
例）麻生市民間、老人ホームなど

①子供も高齢者の関わりがあるように何チームかグループをつくる
②それぞれのチームで麻生区の良いところ、改善点をあげる
③テーマを決めポスターの下書きを作る
④違うチームに見てもらいお互いにアドイスしあう
⑤修正を施し、色をつけて完成させる

小・中学生が校外学習として高齢者と関わるようにすることもできる。
ポスターを作ることで授業の一環として、麻生区に貢献することができる！

完成したポスターを掲示板に貼ったり、新聞に掲載するなど、見てもらえるようにする。
→今、生活している人の意見のほうが実際にどのように思っているのかが分かりやす
いと思う。見る人は実際にやっていたり住んでいたりしている人の意見のほうが、客観
的に見ることができ自分が住んだ時の様子を思い浮かべやすい。
いい点だけでなく改善点を載せることで、実際に住んでもらってもその部分が合わずす
ぐに離れてしまう可能性を防ぎ確実に住んでもらえるように、改善点もあげる。→麻生
区に住んでいる人にも伝わり、改善していく取り組みをしていける。また、参加者が増え
ていくことで、麻生区がもっと住みやすく、若者にも人気が出る区に変わっていける。

これらのことから、この取り組みをすることにより
　　　　　　　　　　　　　　　地域活性化、若者増加への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貢献をすることができる。　　　

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・麻生区は人口は増えているものの高齢化が進んでいます。その影響もあり一世帯あ
たりの人員が減っています。それは、高齢者が住みやすいまちになっているというメリッ
トの部分もありますが、今後生産人口年数が減ったり、他の世代との関わりがないので
更に高齢化していくおそれがあります。そんな問題を解消するために、様々な世代が集
まり麻生区の良いところを話し合える場を設け、その中でポスターなどを制作できたらい
いなと思いました。そうすることで様々な世代との交流や若者に麻生区の良いところを
発信していけるなと思いました。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：若者と高齢者が共存していける麻生区へ 高齢者と若者の座談会



名産品と芸術祭



麻生区市民提案型協働事業

・人口増加率が高く、世帯人数が多い。→家族世帯が多い
・若者の関心が高い。(麻生区が好きと答える若者が多い。)
・治安が良かったり、自然環境が良かったり、、、
・昔の伝説、伝統がある。
・芸術振興が盛ん、芸術に対する関心が高い。
・高齢者が多い。
・児童虐待の件数が多くなっている。
・民生議員、自治体への加盟が少ない。→タテのつながりが薄い。
・出生率の減少。
・単身の高齢者が多い。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

ざっくりいうと、地域の人、隣人の人などとの交流。
様々な世代をごちゃまぜにして、「何人で１グループ」などと分け、グループ同士
で問題解決に当たる。

①気軽に相談、手助け。例えば、「赤ちゃんがいつも泣き止まない」や、「足腰が
悪くて、草むしりができない」「スマホの使い方がわからない」などの悩みや、ヘ
ルプに対し、そのグループの中で、様々なアプローチで手助けを行う。
もし、手助けができない、一人の負担が大きい等のトラブルになりそうなときは、
他グループや市の職員、ボランティアなどが協力して手助けを行う。手助けをし
たときに時間、金銭的損失が発生したときは、予め決められた料金表？ (要検討)
などに記載された金額をお互い、もしくは事業金から払う。

②１〜２ヶ月に一回、麻生区民館の会議室などで、実施。様々な年代の人達を
集めて、答えのない一つのクエスチョンに向き合い、話し合いをして、解決する。
様々な世代の発想が出ることで、 相互の理解が深まる (「これだから老人は」や、
「私の若い頃はこんな人達は」などの偏見？をへらす。 )。

⇒麻生区のタテ×ヨコの繋がりを増やすことで、最近薄い地域住民同
士の関係を密にする。また、悩みなどを気軽に相談できるコミュニティ
で、麻生区を、「個の集まり」から「群」レベルまで引き上げる。

留意すべき事情：参加しそうな世代は子供と高齢者が多そう。できれば、学生層や、社会人層
なども集められるようにしたい。種の多様性。⇒呼ぶためにはどうしたら。。。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

タテの繋がりが薄いから、近辺にいる人がどのような暮らしをしているのかなどが
不透明である。今でこそ犯罪件数は少ないが、隣人が何をしているかがわからな
いのは、いつトラブルがあってもおかしくない。よくあるニュースで、加害者の隣人
が「そんなことをする人とは思わなかった」というのは、その人の目が腐っている
わけではなく、本当にそう見えなかったというものだと聞いたことがある。地域の
人との繋がりを増やし、困ったときに気軽に相談できるようにすればいいと思う。
また、高齢者などが多いから、子どもたちとつながることで、様々な世代の話が
聞けたり、話せたりして、地域の古今の文化が伝わり、新しいものが生まれてい
く。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：麻生区の「糸」プロジェクト 地域住民で問題解決



before　危惧される現状 after　タテ×ヨコの繋がりができると、、、

高齢者

実は悪い人

高齢者に対する信頼、尊敬

様々な方法で手助け

気軽に相談

若者

これだから老人は！

俺らの若い頃は！

近隣住民の人とな
りがわからない

相互理解ができていないからギスギス

誰に相談すれば
良いのかわから
ない！

若者への理解、見守り

安心感溢れる社会へ！



麻生区市民提案型協働事業

★人口増加しているが、少子高齢化している。
★芸術に親しむ機会や施設が充実している。
★図書館を利用している人は少なく、本に親しみがない
☆森林が多く、公園が多い　　　　　　★待機児童が少ない
☆家族が多い
・教育熱心が多い
☆農家が多い（トマト、大根）　　　　☆夜が暗い
★保育園よりも幼稚園に行く人が多い
・リサイクル率が高い　　　　　　　　★転入が転出を上回る
☆ヤマユリがさかん
・児童虐待増加　　　　　　　　　　　★乗車数増加

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

☆上麻生などではなく、生田などの農業が多く、土地が余っている土地に
「やまゆり畑」「やまゆり園」という施設をつくる。冬場にはライトアップし、
（ユリミネーションとする）夏には夏野菜で特産品のトマトなどのそれぞれの季節に応じ
た野菜の畑を作り、自分の手で収穫しサンドイッチなどを作る体験を、親子向けに行う。
また、定期的に市場を開き地産地消をする。市場では、麻生図書館と連携して、果物や
野菜の棚に、特産品の柿やトマトははじめ、それぞれの食材を使った麻生図書館所蔵
のレシピ本を、地元の小学生や中学生などが連携して描いたPOPを置いたり、野菜や
果物を買いに来たお客さんには図書館に呼び込み、レシピ本を読んだ人は農産物をか
いたくなるようにする。

★図書館の複合化を、乳児や幼児又は若い人（学生、社会人）向けに行う。
現在、麻生図書館は駅の北口にあり隣は区役所で、施設利用者は高齢者が半数以上
を占めているイメージがある。

子育て施設と連携して図書館内には幼児・乳児向けに授乳室や多目的室、遊具を少し
設置する。

学生向けに２階や石碑の横のベンチにハンモックやチェアをはじめとした読書テラスを
設け（複合化施設内であれば、本の持ち出しも借りる手続きなしで可能とする）、開放感
がある空間をつくる。また、甘柿の木を目立たせる。

図書館とカフェを複合化して、カフェには日替わりで「柿」フライや「柿」サンド（フルーツ
サンド）などユニークな柿を使ったメニューを入れる。

また、麻生図書館は7時に閉館してしまうが、学校帰りや仕事帰りにふらっと立ち寄れる
ように、9時閉館にする。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・家族が多いので家族一緒にできる取り組みとしての農業体験だから。
・やまゆりや柿などの特産品で景観が綺麗な街として魅力を持ってもらうため。
・家族が多いということは、裏を返せば20代などの一人暮らしをする年齢の人が少ない
とも受け取れる。また、新百合ヶ丘駅は乗車数が多い駅だが、その20代の若い層の女
性にオシャレな街だと受け取ってほしくて、都内からわざわざ学校帰りや休日に来てほ
しいとおもったから。
・出生率が低く、子供を育てる街として転入が多いことが示すように、他の地域から、あ
る程度育った子供が公園の多さや幼稚園の充実（保育園より幼稚園が多いということは
共働きが他の地域と比べて、少ないのでは、と思う→母も参加できる取り組みが良
い。）、

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：ユリミネーション／かきまる図書館カフェ 地産地消でつながる麻生



麻生区市民提案型協働事業

・川崎市全体で見ても自然が多く平地というよりは山のような地形も多いのでそのような
山の地形を生かした里山クラブであったりで農業体験やその地域ならではの野菜を
作っていることが多い。
・また犯罪件数や事故の件数も少なく周りの静けさなども評判となっていたり子供を預
けてくれる保育所やこども文化センターなどの教育などにも力を注いでいる。だが核家
族世帯が多いため子供のかずは川崎市全体で比べると少ないため待機児童などはあ
まりいない
・高齢化率は高いため年少人口が少なく若い世代の負担は少しかかってしまう
また身体障害者は少ない分交流が大事だが身体障害者は少ないものの介護が必要な
人は増えているため福祉の充実が必要

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

・高齢者、障害者含めて芸術大学と連携しながら大きなモニュメントなどの
作品を一緒に作り上げる

場所：映画大学キャンパスまたはその他の大学のキャンパス
対象：全年齢参加可能
目的：高齢者、障害者と一緒に交流できる場を作る
概要：麻生区を代表するモニュメントや大きな絵などシンボルとなるものを協力して高齢
者などと一緒に作り上げる（毎年一つ作る）。また大学と連携することで完成度の高い
作品を作ることもできるしお昼にはグラウンドや大学内でかるた
大会やパラスポーツ体験など動けるようなものをすることで更に交流を深める。
また保存ができるため歴史にも残りやすく麻生区にイメージも変わる

・自然の山などの地形を活かし自然に取れた竹などを生かして流しそうめんをイチから
作ったり一緒に食べたりして楽しめる
⇒高齢者、子供との交流、障害者

場所：自然の多く山となったいる公園（火が使えたりする場所）
対象：小中学生、高齢者、身体障害者
目的：自然のなかでのものづくりを通して麻生の自然の魅力を感じるのとともに高齢者
と協力することで交流を活発にする狙い
概要：自然に生えている竹などを事前に準備しておいてその竹を活用し流しそうめんの
道具を作っていく。お昼には流しそうめんなどを作り高齢者などと交流しながら過ごす。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・麻生区には豊かな自然があることが一番の強みであると思うし自分自身もそういった
自然の中で過ごしてきたためそれを活かせるような事業にしようと思った。また麻生区
は川崎市全体で見ても他の区と比べて高齢者が麻生区だけ増えており逆に言えば若い
人たちも少なくなっているわけでよりこれからは同年代の人だけじゃなく年上の人高齢
者の人と関わり合うことも増えると思うから、そのためにも一緒にものづくりをとおして協
力することが一番仲を深められ、さらには自分たちの勉強にもなったり子供のときにしか
できない経験もすることができると思ったのでこの事業を提案しました。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：みんなの地域社会 芸術活動でバリアフリー



麻生区市民提案型協働事業

マルシェやアートセンターなど、大人の住民同士や他業種の関わりが深く、公園やわく
わくプラザ、こども文化センターなど子供同士の関わりも強く納涼まつりや定期駄菓子
屋、どんと焼きなども行われているけれど、そういった施設以外の、南口の下やすみに
隠れているところが汚れつつある。（街の大部分は清潔的）

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

駅南口とバスロータリーの清掃活動と、お披露目式&見せ物大会

活動内容：
清掃活動…人の少ない早朝もしくは昼に、バスロータリー脇の汚れた部分を高圧　　　　　
清浄等で清掃

見せ物大会…小中高校大学、部活、また介護施設や商店会などの地域団体、一般　　　　　　
の方々から募集を募り、発表したり特技を披露したりする（普及活　　　　　　動、お笑
い、楽器演奏また特技、映像発表、ゲーム会、創作物発表　　　　　　や試食会などなん
でも可　清掃活動してない人も参加可能？←議論　　　　　　の余地）

対象：以下のうち一つでも麻生区が当てはまる方とその親族
　　　住所・学校・勤務先・出身

年齢：無制限　　　
　
場所：新百合ヶ丘駅南口側の一階バスロータリーと２階のカマキリ像の近辺全体

期間：連続するか休日だけかは置いといて５日間程度（最終日の夕方に催し）
　　　イルミネーションの点灯式と見せ物大会を兼ねるか長期休暇に行うか

お金の使い道：高圧洗浄機（レンタルor購入）、チラシ作成・配布、舞台の設営等、その
他軍手など雑費？

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

バスロータリー付近が少し汚れていて暗い印象があるため、清掃活動が必要だと思っ
たことと、清掃だけでは一度終えたらそれっきり記憶に残らなかったり楽しめなかったり
してしまうのでもっとイメージが良くなることを図るために、見せ物大会を清掃活動の最
終日に実施する。
近くに専門大学や学校、また様々なコミュニティが集う麻生ならではの特徴を活かし、普
及する機会としても設ける。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：南口美化＆見せ物大会inしんゆり 演芸大会で美化活動



麻生区市民提案型協働事業

・充実した教育施設と優秀な先生たちが集まっているところが魅力

・アートを生かした街作りができている
・他の区に比べて犯罪や火災がすくなくて安全な街
・若者のボランティア人数は中原区についで多い
・昭和音楽大学や日本映画大学など、芸術などに関する大学　がある
・芸術の街といわれている
・14歳以下の子供が少ない

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

・毎年テーマを決める。
テーマに沿って住民（特に学生や子供達）に絵を描いてもらったり、写
真や動画を撮ってもらう。写真、動画、絵を駅や施設に貼ってもらう。
毎年優秀作品をピックアップし、川崎市アートセンターに掲示してもら
う、または美術館としてオープンする。アートセンターに展示された作
品の作者には、景品をプレゼントする。
・TwitterやInstagramなどのSNSを利用して写真や絵、または展示さ
れている麻生区の町並みなどをたくさん投稿してもらい、全国に麻生
区の芸術の街をアピールしていく。
経費は景品の購入に使用する予定。
・毎年７月にテーマ発表＆募集開始
・11月に募集終了、掲示開始
・2月にピックアップ、川崎市アートセンターに美術館として掲示、オー
プン
・３月に掲示終了、掲示物回収、終了
＜例＞　テーマ「麻生のぬくもり」
募集　だれでもOK（麻生区の学校は全体参加も可）
応募期間８月15日〜11月10日
内容　テーマに沿った動画や写真を撮ったり、絵を描いたりして応募してくださ
い！特に良いと選ばれた作品は2月から川崎市アートセンターに展示し、選ばれ
た作品を応募した方には景品を差し上げます！

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・若い世代と高齢者の関わりを増やしたい。
・新百合ヶ丘駅のバスロータリーあたりや、他にも薄暗いところや少し
汚ないところ、活気のないところがあるので、そのような場所を改善し
ていきたい。
・犯罪が少ないからこそ、そういった街の活性化に挑戦していくべきだ
と考えたから。
・芸術の街を生かして、学生たちのさらなる活動を増やしたり、家族世
帯や子育てを考えている方にアピールをして、子育てを楽しめる環境
を作り14歳以下の子どもたちを増やせたらなお良い

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：VFAチャレンジ〜芸術をもっと身近に〜 SNSで活性化



麻生区市民提案型協働事業

転入が多いため他の地域に住んでいた人たちが毎年多く住み始めているが自治
会への加入世帯が少なく様々な人と触れ合う地域社会のコミュニティが大きく形
成されていない。また、高齢者のための設備がある世帯が多く高齢者が多いた
め出生率よりも死亡率が多くデータからの予測を見ても２０３０年まで増加したあ
とは人口が減少傾向にいくとされている。また、７区の中でも公園の面積が一番
大きく自然豊かであり、東京に近く小田急線が通っているため都心にもすぐに出
ることができる。また、産業では農業が盛んに行われている。これらのことから自
然豊かであったり、都心に近いなどのメリットもあるが、転入が増えていく一方で
コミュニティが大きく形成されていないという課題がある。

調査活動から捉えた私たちの住む「麻生区」

概要・実施計画

・麻生区の文化をより多くの人に知ってもらうためにバスをデザインして麻生区中
を走らせる。
・いくつかの世帯で集まってもらい話し合って麻生区の地域文化をモチーフとした
デザインを考えてもらう。その中で良いと思われるデザインを採用し実際にそれ
をデザインしたバスを走らせる。・・・いくつかの世帯で相談することで新しいコミュ
ニティが生まれ地域社会の繋がりがより強固になる。
・それを見ることで他のところから転入してきた人たちが麻生区の文化について
手軽に知れるようになる。・・・麻生区についてより知って好きになってもらい地域
社会への参加を促す。
・優秀と選ばれた人には麻生区の食材（柿やトマトなど）を副賞として贈り参加し
たいという意欲をもたせたり今まで知らなかった麻生の美味しい農産物について
知ってもらう。
対象
・デザインをするために麻生の文化について調べるため若者などがより麻生区
の文化について知る機会となる。デザインを考えるならば老若男女問わず行え
るので子供からお年寄りまで様々な人が参加することができる。
・若い人たちも積極的に参加できるようにインターネット上での参加もできるよう
にする。
・市バスなどに協力してもらいそこのバスを使わせてもらうなどして麻生区の中を
より広い範囲内で走れるようにする。
・毎年１回デザインを更新していき飽きさせない。

事業内容（概要・実施計画）※対象（どこで・だれに）

・地域を活性化させていくためには地域社会の繋がりの活性化が必要不可欠であるが
麻生区は自治体への加入世帯が少なく様々な場所から転入してきているためそのよう
な人たちにも麻生区の文化や良さを知ってほしいと思うため。
・実際に災害などの際にも地域社会の繋がりが強い地域のほうが生存者が多くなった
などのデータもありこれから麻生区が衰退化していくことを避けるためにも地域社会の
繋がりを強めることは大切だと思うため。
・繋がりを強めるためには共通の課題を持って一つの目標に向かって努力する機会を
持つことが大切だと思う。
・麻生区の良さをモチーフとしたものをデザインする。（麻生区の良さについてより多くの
人に知ってもらう。

事業を考えた理由（事業目的：解決すべき課題）

事業名：麻生のバスをデザインしよう！ 麻生区の魅力をデザイン
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